
寄附講義「会社研究」令和６年度 第１２回目 

   令和６年６月２６日(水) １３時１０分 

   講師 大分県総務部長 渡辺 淳一 氏 

テーマ：「大分県職員の仕事の魅力」 

 本年度第１２回目の寄附講座は、平成２年３月に卒業された渡辺

純一氏による「大分県職員の仕事の魅力」という講義となりました。 

先ず、自己紹介していただきました。 

在学時代は学園祭運営委員会に所属して単独コンサートを開催し

た、その延長で経済学部自治会「思学会」執行役委員を経験、生協

組織部にも所属していました。 

就職活動当時はバブル全盛期で民間に就職する学生が多かったの

で県庁の競争率が非常に低かったので運も天に味方して入庁できた。 

県庁を選んだ一番の理由は当時の平松知事の「一村一品運動」に

魅入られた為 

先ず、大分県庁の各組織について説明されました。 

次に、県庁での経歴に触れました、農林水産系・人事系のキャリ

が長かったようです。人事に携わった時には熊本大地震の苦労談を

述べられました。 

次に大分県の概要、特に大分県の日本一について説明されました。 

大分県の最重要課題の一つ大分県の将来人口の見通し及び対応に

ついて説明されました。 



県庁職員の本来の目的は県民の為に働いているかということ。 

仕事をしてゆく中で大切なことは人脈作りと互助精神です。 

バックパッカーの経験を活かして観光誘致促進室で大分の魅力を

世界へ発信しているユニークな職員の紹介もしていただきました。 

公務員を目指している現役学生にとって興味のある大分県庁の令

和６年度の採用要領についての説明がありました。生々しい具体的

な職員採用試験の配点試験内容等を詳しく説明して頂きました。 

面接のポイントはこの人と一緒に働けるかどうか・コンピテンシ

ー・論理思考型かどうか・挨拶ができるかどうか・傾聴力等のコミ

ュニケーション能力等です。 

経済学は社会に出て役立つので真剣に勉強して欲しい。 

苦労や辛いことがあるけど与えられた職務から逃げないで欲しい。 

在学時代に人生を通じて付き合える友人を作って欲しい。 

 

以上 


